
 

 

 

 

大和市民活動センターは、2014 年 11 月 1日で 10 年目を迎えました。 

2004 年→2014 年 
この「10年の歩み」を毎月「あの手この手」に折り込んでお届けします。 
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＜施設の活用＞ 

  来館者数累積はこの 10 年間で 10 万人 

    ～寄ってみたくなるセンターに～ 
 

「大和市民活動センター」は 2004 年 11 月 1 日オープン。 

今年度 10 周年となりました。当初「大和市協働推進会議」

から始まり、そこから生まれた「拠点部会」「協働の拠点

準備会」の仲間が設立を目指して精力的に取り組まれまし

た。建物内外のリフォーム・塗装作業や床張り作業等、ま

さにボランティア精神に基づいた活躍が続きました。更に

「協働の拠点運営委員会」の発足で、“センターの認知”

や“施設の活用”を多岐にわたり呼びかけてきました。 
 

大和市民活動センター年度別来館者数」 

          入口（Ａ）からは「    活かそう！ 

          ひろがりのわ つながりの手」～ようこそ  

            大和市民活動センターへ～の看板が目に入   

         ります。フリースペースは開館時いつでも 

                 自由に使用できます。 

  
大和市民活動センター運営は 

    「協働事業」の一環です 

～大和市市民活動課と市民活動団体「拠点やまと」～ 
 

2000 年＜市民と行政の協働で豊かな大和をつくりましょう＞

をスローガンに「市民活動団体実態調査」が行われました。 

   活動を進めるうえで困っていることは？ 

    ・ 活動の場が無い 

    ・ 運営の人材がいない 

    ・ 資金が足りない 

    ・ 会員が集まらない 

   協働のための行政支援として重要と思うものは？ 

    ・ 会合の場の提供 

    ・ 広報誌の利用 

    ・ 情報提供  などが集計されました。 

そして 2002 年 7 月の「大和市新しい公共を創造する市民 

活動推進条例」また、2004 年 11 月の「大和市民活動セン

ター設立」につながって行きました。 

 大和市民活動センター事業は下記を柱にしています。 

         ☆ 活動のために使ってください。 

          ☆ 情報収集に活用してください。 

           ☆ ＰＲのために使ってください。 

            ☆ 交流の輪を広げてください。 

             ☆  皆さんの想いを 

                  聞かせてください。 

              ☆市民事業、協働事業の     

                発展に向けて 

                                 お手伝いをします。 
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カラー印刷機（高速）の設置は未だです。 

長年の夢ですが… いつか夢の実現を！ 

大和市民活動センターは    

       どこ？ 
 

  ～大和駅から南に 

    徒歩 2 分 

     イチョウの木 

      を目印に～ 

＊今年度は 11 月実績と期末予測 

 



 

 

 

 

＜施設の活用＞ 
 

～ 人との出会い センター活用 活動のひろがり ～ 

＊登録団体からは、このような意見や質問がありました。 

●「入口のブザー？ベル？ 何なの～？」 
 
車いすの方のためのチャイムです。「チャイムを押してく

だされば、スタッフがスロープ板を持って参ります」と

表示してあります。 

建物自体はバリアフリーの構造では 

ありませんが、車いすの方はスロープ 

板を使い、会議室やトイレを使用する 

ことができます。トイレにはサポート 

アームが付いています。 

●「トイレが２つ、それも広すぎるってやーね～」 
 
そうですね♪ 2 坪のトイレが 2 つ並ぶとちょっと驚か

れる方もいます。改造前は、相談室や倉庫など          

に使用されていたようです。そう 

いえば、ノックをすると向こう側 

に相談員が机に控えて待っている 

様なシッカリした扉です。 

●「フリースペース、いつ空いてます？」 
 
午前・午後・夜間で分けると“来館者数”では、今期大

体 1/3 づつ（33％・35％・32％）です。“使用件数”で

いくと夜間は 1/4 弱ですので、大きな会議などで使われ

ていることが分かります。予約なしの印刷機使用は朝が

多く、昼は活動打ち合わせ等、夜は会議が多いようです。

「住民票はここ？」「検定場所は？」「入社面談のお部屋

は？」おとなり商工会議所とよく間違われます。 

●「他の団体さんは何人くらいで使用するの？」 
 
会議室の使用頻度は月に約 60 件です。会議室のテーブ

ル・イス使用で 20 名程度の広さで、使用記録では平均 8

名となっています。2 人での 

相談・対話形式から最高 41 名 

の集会もあり、フレキシブルに 

使える冷暖房完備の会議室です。 

●「ここにきたら何かができる…」 
 

「人と人」「人と団体」「団体同士」のネットワークを作

り、市民活動を広げる為には場所や色々な道具・メディ

アの活用が必要です。「大和市民活動センター」で活用で

きるものは、気楽にお使いください。 

 

 

 

 

 

 

 

・会議室（20 名） ・多目的ルーム（6 名） 

 ・フリースペース ・掲示/情報スペース 

・プロジェクター ・スクリーン  ・印刷機  

・ロッカー    ・レターケース ・パソコン   

・コピー機    ・裁断器    ・紙折機 

・ラミネーター  ・給湯室    ・トイレ 

   また団体同士の預り物や、メール便の受付など 

   も行っています。 

●「印刷で待たされるんだけれど…」 
 
「お早うございま～す」朝早くから我一番と印刷機使用

者が来館されます。普段はそんなに混まずに問題無く活

用されています。「紙折機」も新規購入で“便利な市民活

動センター”を目指します。ほとんどの方は予約無しで

高速印刷できます。普段は待つ時間もない平均 400 枚弱

ですが、4 月度はチョッと混みだして倍以上の１件 1000

枚強になります。どこも総会資料準備などで忙しくなる

からです。 

●「腰が痛くて、私は多目的ルーム駄目よ～」 
 
多目的ルームは数名の話し合いなどで使用されていま

す。畳部屋ですが、内部用のイスを用意しますので申し

出て下さい。相談会や少人数集会、また大和駅前プロム

ナード行事の“着替えや控室” 

などとしては便利な場所です。 

会議室利用者のベビーシッター 

や子ども部屋としても開放して 

います。 


